
　
本
年
度
実
施
し
た
、全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
お
よ
び
広
島
県

「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
児
童
生

徒
の
課
題
を
分
析
し
、
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
学
力
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
表
１
か
ら
、
数
学
以
外
は
市
の

平
均
正
答
率
が
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
内
容
の
Ｂ
問
題
の
平
均
正
答

率
が
、
Ａ
問
題
に
比
べ
て
低
く
、

特
に
算
数
Ｂ
・
数
学
Ｂ
は
と
も
に

50
％
を
下
回
り
、
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　
表
２
か
ら
、
教
科
全
体
の
平
均

通
過
率
は
、
お
お
む
ね
県
平
均
程

度
か
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

習
内
容（
タ
イ
プ
Ⅰ
）は
、
お
お
む

ね
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
と
同
様
に
、
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
内
容
の
タ
イ
プ
Ⅱ
の
通
過

率
が
、
タ
イ
プ
Ⅰ
に
比
べ
て
低
く

な
っ
て
お
り
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
表
３
か
ら
、自
分
で
勉
強
の
計

画
を
立
て
た
り
、家
庭
で
１
日
１
時

間
以
上
勉
強
し
た
り
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
は
、す
べ
て
県
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、年
を

追
う
ご
と
に
肯
定
的
回
答
の
割
合

が
上
昇
し
て
お
り
、家
庭
学
習
習

慣
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、市
内
全
て
の
小
・
中
学

校
で
は
、家
庭
と
協
力
し
て「
ア
ウ

ト
メ
デ
ィ
ア
」に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、１
日
に
３
時
間
以
上
テ
レ

ビ
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
、中
学

２
年
の
平
日
以
外
は
県
平
均
を
超

え
て
い
ま
す
。特
に
、小
学
５
年
の

割
合
が
本
年
度
は
大
き
く
増
加
し

て
お
り
、休
日
で
は
県
平
均
を
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、家
庭
で
１
週
間
に
３
時
間
以

上
読
書
を
し
て
い
る
児
童
生
徒
の

割
合
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、学
校
と
家
庭
が
協

力
し
て「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
」に
取

り
組
む
こ
と
や
、就
寝
、起
床
、家
庭

学
習
を
始
め
る
時
間
を
固
定
す
る

こ
と
、休
日
の
家
族
で
の
ふ
れ
あ
い

や
読
書
な
ど
の
時
間
を
増
や
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　全国学力・学習状況調査の結果　
　文部科学省が行う全国学力・学習状況調査が４月 21 日に実
施され、小学６年生と中学３年生が参加しました。　　（表１）

　広島県「基礎・基本」定着状況調査の結果
　県教育委員会が行う「基礎・基本」定着状況調査が６月９日
に実施され、小学５年生と中学２年生が参加しました。（表２）

広島県「基礎・基本」定
着状況調査の質問紙調査
における調査結果（抜粋）

学
力
調
査
結
果

教
育
指
導
課
指
導
係
　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

〔小学６年生〕
教　科 庄原市 広島県 全国
国語Ａ 74.2 73.8 70.0
国語Ｂ 68.2 69.7 65.4
算数Ａ 77.9 77.7 75.2
算数Ｂ 47.3 46.7 45.0
理科 65.2 63.2 60.8

〔中学３年生〕
教　科 庄原市 広島県 全国
国語Ａ 76.8 76.5 75.8
国語Ｂ 66.9 67.0 65.8
数学Ａ 62.8 64.6 64.4
数学Ｂ 41.5 42.7 41.6
理科 54.9 52.2 53.0

※Ａは基礎的・基本的な内容、Ｂは知識・技能を活用する内容
※数値は平均正答率（％）

※タイプⅠは基礎的・基本的な内容、
タイプⅡは知識・技能を活用する内容
※数値は平均通過率（％）

〔小学5年生〕
教　科 庄原市 広島県

国語
教科全体 77.5 74.7
タイプⅠ 80.4 78.3
タイプⅡ 64.3 58.3

算数
教科全体 71.0 71.6
タイプⅠ 79.2 78.5
タイプⅡ 45.0 49.4

理科
教科全体 67.2 65.3
タイプⅠ 71.9 69.7
タイプⅡ 56.2 55.0

〔中学2年生〕
教　科 庄原市 広島県

国語
教科全体 72.4 73.6
タイプⅠ 74.1 75.7
タイプⅡ 65.7 64.8

数学
教科全体 69.2 70.4
タイプⅠ 72.6 74.2
タイプⅡ 57.6 57.2

理科
教科全体 54.0 50.2
タイプⅠ 56.7 51.0
タイプⅡ 50.0 49.1

英語
教科全体 78.0 68.2
タイプⅠ 80.9 70.2
タイプⅡ 66.8 60.6

設　　問
小学５年生 中学２年生
庄原市 広島県 庄原市 広島県

自分で勉強の計画を立てている 76.2 62.2 57.9 50.6
学校の授業の予習をするようにしている 69.5 55.2 46.1 39.9
学校の授業の復習をするようにしている 87.9 65.7 69.0 57.4
家庭で１日に１時間以上
勉強している

平日 69.1 53.7 62.7 51.7
休日 51.2 38.8 71.2 54.5

１日に３時間以上テレビを見たり、
ゲームをしたりしている

平日 29.3 25.6 26.6 28.8
休日 52.0 38.7 57.6 54.7

１カ月に６冊以上読書をしている 51.6 38.9 15.9 13.6
家庭で１週間に３時間以上読書をしている 12.1 11.9 7.8 8.0

「よくあてはまる」「や
やあてはまる」と肯定
的に回答している割合
（％）（表３）

※「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
」…
家
庭
で
の
時
間

の
過
ご
し
方
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接
触
時
間

を
改
善
す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
日

常
生
活
の
中
で
必
要
な
メ
デ
ィ
ア
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
取
り
組
み
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

仕
上
げ
磨
き

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係
　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

文
：
広
島
県
歯
科
衛
生
士
会

　
　
三
次
・
庄
原
地
区
会
　
会
長
　
佐
々
木
　
み
ほ

●送付される書類の見本

１
　
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
広
報
し
ょ
う
ば
ら
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
住
民
票
の
あ
る
住
民
一
人

一
人
に
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
世
帯

ご
と
に
世
帯
員
の
通
知
カ
ー
ド
を
同
封
し
た

簡
易
書
留
が
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま

す
。（
庄
原
市
は
11
月
下
旬
～
12
月
初
旬
に

配
達
予
定
）

※
個
人
番
号
は
来
年
１
月
以
降
、
税
の
申
告

な
ど
で
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
面
、
勤
務
先

に
「
本
人
と
被
扶
養
者
」
の
個
人
番
号
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

番
号
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
申
請
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
当
面

の
行
政
手
続
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
申
請
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

２
　
公
的
個
人
認
証
（
電
子
証
明
）

　
新
し
い
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
所
得
税

の
電
子
申
告
に
使
用
す
る
公
的
個
人
認
証

（
電
子
証
明
書
）
が
記
録
さ
れ
ま
す
が
、
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
が
来
年
の
１
月
～
２
月
に

集
中
す
る
た
め
、
所
得
税
の
申
告
時
期
に

カ
ー
ド
交
付
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
現
行
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　　
来
年
の
申
告
ま
で
に
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
が
切
れ
て
し
ま
う
方
は
、
12
月
22
日
ま

で
に
現
行
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
電
子

証
明
書
の
更
新
手
続
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
電
子
証
明
書
は
３
年
間
有
効
な
も

の
で
登
録
さ
れ
ま
す
。
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８
０
２
０
を
目
標
に

　
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

維
持
し
よ
う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」
は
、

乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
り
、
一
生
自

分
の
歯
で
過
ご
す
た
め
の
「
お
口
の
健
康
目

標
」
で
す
。

生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
乳
歯
は
少

し
ず
つ
生
え
て
い
き
、
こ
の
運
動
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
頃
か
ら
口
内
の
環
境
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
乳
歯
が
生
え
始
め
た
ら
「
仕
上
げ
磨
き
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期

の
仕
上
げ
磨
き
は
、
長
時
間
に
な
る
と
子
ど

も
は
飽
き
て
じ
っ
と
し
て
い
な
い
の
で
、
短

時
間
で
丁
寧
に
手
早
く
磨
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
早
く
磨
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
力
が
入
る
と
、
痛
が
り
嫌
が
り
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
は
必
ず
２
本
準
備
し
ま
す
。
１

本
は
歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
口
に
入
れ
る
習
慣
を

つ
け
る
「
子
ど
も
用
」、
も
う
一
本
は
「
仕

上
げ
磨
き
用
」
で
す
。

  

自
分
で
き
ち
ん
と
磨
け
る
よ
う
見
守
っ
て

　
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
時
は
口
の
中
が
よ
く

見
え
、
頭
が
安
定
で
き
る
体
勢
で
軽
い
力
で

小
刻
み
に
動
か
し
て
磨
き
ま
す
。
そ
し
て
磨

き
終
わ
る
と
し
っ
か
り
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
仕
上
げ
磨
き
は
、
手
首
の
返
し
が
で
き
て

奥
歯
の
内
側
ま
で
磨
け
る
よ
う
に
な
る
小
学

校
高
学
年
ま
で
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　「
自
分
の
歯
が
き
ち
ん
と
磨
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
」
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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